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開会時刻 午後２時 

 

ただいまから、平成３０年第１５回教育委員会定例会を開催します。 

 本日は、８名の方から傍聴の申し出がありましたが、許可してよろしいで

しょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、傍聴人の入室を許可します。 

 

〔傍聴人入室〕 

 

日程第１、署名委員を決定します。古巻委員と上野委員にお願いします。 

 続いて、日程第２、議案の審議に参ります。 

 はじめに、陳情第２号「２０１８年度中学校道徳教科書採択に関する陳情」

について審議いたします。初めて付議されるものですので、事務局に陳情文

の朗読をお願いします。 

 

陳情書の内容を読み上げさせていただきます。 

 陳情書、２０１８年度中学校道徳教科書採択に関する陳情。 

 平成２７年３月２７目の文科省の通知で、『「道徳」を「特別の教科である

道徳」と改正したこと。』に対して書かれた、前文の一部を、そのまま読み上

げます。 

『今回の改正は、平成２６年１０月の中央教育審議会答申「道徳に係る教

育課程の改善等について」を受け、道徳教育の改善・充実を図るため、道徳

の時間を教育課程上、特別の教科である道徳として新たに位置付けるととも

に、いじめの問題への対応の充実や発達の段階をより一層踏まえた体系的な

ものとする観点からの内容の改善、問題解決的な学習を取り入れるなどの指

導方法の工夫を図ることなどを示したものです。このことにより、「特定の価

値観を押しつけたり、主体性をもたず言われるままに行動するよう指導した

りすることは、道徳教育が目指す方向の対極にあるものと言わなければなら

ない」、「多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、誠実にそれらの価

値に向き合い、道徳としての問題を考え続ける姿勢こそ道徳教育で養うべき

基本的資質である」との中央教育審議会答申を踏まえ、発達の段階に応じ、

答えが一つではない課題を一人一人の児童生徒が道徳的な問題と捉え向き合

う「考える道徳」、「議論する道徳」へと転換を図るものです。』 
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 下線部の意図を十分踏まえて、中学校道徳教科書採択にあたっていただき

たく、下記、要請致します。 

 記。 

 １．選定資料検討委員会・学校からの意見及び区民の意見は、必ず、目を

通し、十分に検討し配慮すること。また、教育委員会の採択の場でもその経

過を明らかに示すこと。 

 ２．教育委員一人ひとりが明確に意思表示した上で、採択をおこなうこと。 

 ３．採択の委員会は傍聴席が十分確保できる広い会場で行うこと。会場に

入ることの出来なかった人のために映像中継等の工夫をすること。 

 記書き４が抜けまして５です。「考える道徳」「議論する道徳」の教材とし

てふさわしい教科書を採択すること。 

 ６．特定の価値観を押しつけたり、主体性をもたずに言われるままに行動

するような指導に結びつく可能性があるもの、特に２２の内容項目に対する、

数値的段階評価による「自己評価」を記載した教科書は採択しないこと。 

 ２０１８年７月２０日。江戸川区教育委員会、教育長。江戸川の教育を考

える区民の会代表からでございます。 

 署名として４，８２４筆を添付いただいております。 

 以上でございます。 

 

それでは、ただいまの陳情について審議に入ります。ご意見や質問などあ

りましたら、お願いします。 

 

３月に同様の陳情書が出されたわけですが、それは４月の教育委員会で結

論を出すということと思います。今回の陳情と前回の陳情ではどこが違うの

かということをご説明してください。 

 

まず、前文については、このたび文科省の通知文のものが引用されており

ます。それから記書きでございます。記書きの１・２・３につきましては、

３月に同様の陳情が出された際のものとほぼ同じ内容でございます。今回４

番がございませんが、５番・６番については新たな内容となっております。 

 

わかりました。 

 

前回、たしか３番の傍聴についてはこの映像中継はしないでしたよね、た

しか。どうなんですか。 
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前回の陳情の際にもご審議をいただきましたけれども、私どもの教育委員

会の傍聴の規則の中で、特にその定員等は記載しておりますが、これを超え

てその映像で中継をするとかそういったことはしないというような議論を前

回していただいております。 

 

わかりました。結局、教育委員会のその規定どおりに教科書採択も扱うと

いう、そういうことですね。 

 

教育委員会は、教育委員会会議規則でこの会議の運営について定めがござ

います。その中で、傍聴人については別に定めるということで、江戸川区の

教育委員会傍聴人規則というものを定めまして、その中で定員ですとかそう

いったことも決めさせていただいて、それで運営をしていっているというこ

とでございますので。 

 

確認なんですけれども、特別の教科道徳として教科化されたわけなんです

けれども、学校の使用する教科書を採択するとともに評価を行うということ

で聞いているんですけれども、どういうようなことでしょうか。 

 

評価についてですが、これは道徳に限ったことではないですけれども、基

本的な考え方として、評価というのは学校が教育活動をした場合、子どもた

ちの実態、例えば指導したことがちゃんと理解できたのかとか、実際子ども

たちの学習が定着しているのかとか、教育活動については当然いろいろなと

ころで評価をしなければならないというのが学校教育というふうに捉えてい

ます。その中で、当然、国語・算数だとかいろいろな教科でそれぞれの目標

とかねらいに達成したかどうかという評価をするんですが、学習指導要領に

これは記載されているんですが、道徳についてはその評価を行う際に具体的

に１とか２とかそういった５段階とかの数値などによる評価は行わないとい

うふうに規定されています。じゃあ、どうするのかと言いますと、実際に子

どもたちの学習状況とか、あと道徳性について、例えば以前よりも広い視点

で物事を考えられるようになったとか、そういった形で成長の様子を具体的

に言葉で記述していくというふうにされております。 

 以上です。 

 

よくわかりました。そうしますと、道徳の評価については、国語や数学、

社会のように、５・４とかそういった数字をつけたり、観点別評価のほうは
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今Ａ・Ｂ・Ｃで先生方つくっていますけど、そういうことではなくて、子ど

もたち、生徒の学習状況とか道徳性、このことに関して成長している様子を

言葉で評価していくというような形ということで認識してよろしいのです

ね。それが１点と。 

 関連してなんですけど、生徒が自己評価といいましょうか、いわゆる振り

返りをすることについての何か決まりというものがあるんでしょうか。 

 

 確認の点について、例えば５・４・３・２・１の数値を用いるとかＡ・Ｂ・

Ｃのような文字を用いるということは、道徳では評価に用いないということ

でこれは規定されているところでございます。生徒の自己評価についてなん

ですけれども、こちらは、学習指導要領上、特に規定はありません。しかし

ながら、これは道徳に限ったことではなくて、学習指導要領全般を網羅する

総則というのがあるんですが、学習指導要領の総則の中では、生徒が自分た

ちの学習について見通しを持ったりとか、あと、実際に自分たちが勉強した

こと、学習したことを振り返ったりする活動を積極的にというか計画的に取

り組むように工夫するというふうに、これは規定されていることなんです。

ですから、教員のほうとしては、子どもたちと振り返ったりする活動はもう

積極的に取り入れる必要があるというふうに読み取ることができます。 

 

ありがとうございます。よくわかりました。 

 生徒の振り返りをすることなんですけど、自分のよい点とか可能性に気づ

くこととか深く学んでいくということで、振り返りを必要なものということ

でよろしいんでしょうか。 

 

おっしゃるとおりでございます。 

 

ありがとうございます。 

 

記書きの５番についてお伺いしたいんですが、「『考える道徳』、『議論する

道徳』の教材としてふさわしい教科書を採択すること」とございます。これ

で教科書についての記載があるわけなんですが、これについては何か規定等

ありますでしょうか。 

 

教科書そのものの前に、まず教材についての規定をちょっとご紹介したい

なというふうに思います。学習指導要領に教材についての既定がございまし



 No. 5  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石 井 委 員 

 

 

 

 

指 導 室 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、これは教育基本法であるとか学校教育法等の法令に従い適切に判断され

るものを使うというふうに規定されているところでございます。例えば、こ

れ具体的に例示があるんですけれども、一つとしては「生徒の発達の段階に

即し、ねらいを達成するのにふさわしいもの」であることとか、あと「人間

尊重の精神にかなうものであって、悩みや学校等の試みで人間関係の理解等

の課題を含め、生徒が深く考えることができ、人間としてよりよく生きる喜

びや勇気を与えられるものであること」、あとさらには「多様な見方や考え方

のできる事柄を取り扱う場面には、特定の見方や考え方に偏った取り扱いが

なされていないものであること」といった形で示されています。これは教材

についての規定なんですが、実際に教科書については、今、ご紹介したさま

ざまなこの教材の条件を全て満たしたものというのが教科書になりますの

で、ですから、直接、教科書についてというふうに学習指導要領に規定して

いるわけではないんですが、教材についてのところを読んでいただくと当然

こういったこともクリアしているのが教科書というふうにご理解いただける

かなというふうに思います。 

 以上です。 

 

よくわかりました。 

 今回、８社の道徳の教科書見本を見せていただいておるわけなんですけれ

ども、どの会社の教科書も、当然、文部科学省の検定は通っているわけです

よね。 

 

おっしゃるとおりでございます。先ほどお話ししたように、学習指導要領

等の規定に基づいてこの教科書というのはいわゆる民間で著作・編集された

ものでございまして、当然、国が設定しています教科用図書検定調査審議会

というのがあるんですが、そこが専門的・学術的な審議を十分行った上で、

その結果に基づき文部科学大臣が審査するわけです。ですから、そういった

審査に合格したもののみが教科書として使用可能になる、つまり委員の皆様

にごらんいただく教科書の見本となるわけでございます。当然、これについ

ては繰り返しになりますけれども、学習指導要領のように規定されている条

件を全て満たしたものというのがこの教科書になりますので、そのあたりご

理解いただきたいというふうに思います。江戸川区教育委員会としては、本

区が定めます教科用図書採択要綱というのがございまして、それにのっとっ

て公正かつ適正に教科書採択を行っていただくといった流れになります。 

 以上です。 
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また昨年のことになりますが、小学校の全ての道徳の教科書の採択に当た

ったわけですね。それに当たって、我々は全ての教科書を精読いたしました。

当然のことかもしれませんが。その後、選定資料検討委員会からの報告書や

各学校の先生方からの調査研究報告書、それから教科書の展示会において出

されておる区民の皆様方から寄せられた意見、こういうものを十分に参考に

させていただいた上で、私の場合は自分の意見を明確にして評価したと思い

ます。その結果、教育委員会で教科書の採択をした、こういう経過がありま

すね。 

 

ほかはよろしいですか。 

 

今のに関連してなんですけど、この教科書の採択というのは、ご承知のよ

うに、教育委員に課せられた大きな仕事の一つだというふうに私は常々思っ

ておりますけれども、今回のような陳情書等にはいろいろなご意見があると、

それもさまざまな意見の一つとして、貴重なものとして受けとめていきたい

というふうに私は思っています。昨年に引き続きまして、今年も襟を正しな

がらしっかり採択に臨んで、教育委員としての責任を果たしていきたいとい

うふうに感じています。 

 

よろしいですか。 

 

４月の陳情のときと、それから本日と両方におきまして、法的な根拠等々

についてご説明をしていただきまして、私自身、当時も納得いたしましたし、

今も納得してございます。陳情書に書かれておりますことは、実は既に十分

に議論がなされていることというふうに感じます。よって、本陳情は不採択

が適切であろうと感じております。 

 

私も、石井委員さんと同じように不採択と考えます。これまでも教育委員

会の中で法にのっとった、それぞれの委員さんが主体的に、そしてまた忌憚

のない意見を述べてこられたと思うんですね。したがいまして、今年もいず

れの教科書も文部科学省の検定を通っておりますので内容的には大きな問題

はないと思います。今後、江戸川区の生徒にとってどうかを勘案して採択し

ていければと考えています。 

 以上です。 
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よろしいでしょうか。 

 委員の皆さんの意見を総合いたしますと、本陳情は不採択ということでよ

ろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、陳情第２号、２０１８年度中学校道徳教科書採択に関する陳情

については、不採択といたします。 

 続きまして、第２９号議案、学校講義「能楽ことはじめ」開催に伴う教育

委員会後援名義使用承認についてを議題といたします。 

 事務局から説明をお願いします。 

 

第２９号議案、学校講義「能楽ことはじめ」開催に伴う教育委員会後援名

義の使用承認についてでございます。申請書をまずごらんいただきたいと思

います。申請団体、緑翔会、代表者の名前で申請をいただいています。 

 行事名、学校講義「能楽ことはじめ」。事業目的ですが、江戸川区内への能

楽普及を目的とする。実施時期は、平成３０年９月２７日（木）から１１月

２７日（火）まで、４日間です。 

 実施会場は、区立南小岩小学校、同じく区立の鹿骨小学校、下小岩第二小

学校、大杉第二小学校でございます。 

 事業規模ですが、児童第６学年、それから学校関係者及び保護者を対象と

いたしまして、経費徴収はなしということで行うということでございます。 

 もう一枚、企画書をおつけしてございます。こちらに書かれております、

日本の古典芸能は国内のみならず、海外に誇れる文化です。しかし実際に目

にする機会は多くはありません。「能楽」は「長期に亘る継承」を評価され、

「ユネスコ無形文化遺産」の認定を受けています。国際的にも稀な「６５０

年に亘る歴史」に親しみを持つ事で、子どもたちの豊かな人間性を育む一役

を担いますということです。 

 計画でございますが、活きた教材として能楽師による口承伝承を通じ、次

世代を担う子どもたちに日本文化に触れる機会を提供いたします。６学年社

会科で触れる「室町文化」の体験機会として、PowerPointを使用した講義と

実演、体験をします。これにより、期待出来る子どもたちへの効果として、

社会科の反復授業を通して日本の歴史への関心を高める。能楽を軸に、日本

文化の移り変わりを復習する。古典芸能を学芸会等で経験した演劇として身

近に捉える。体験を交えて日本古来の芸能に親しみを持つ。体験講義を通し
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て、物の理解を喜べるようになるというものでございます。 

 次に、概要をお示ししてございます。もう既に実はこの活動をこの方はさ

れておりまして、そのときの写真がここに掲載されています。今、ねらい等

もございましたけれども、下のほうの段、江戸川区立学校においてというこ

とで平成２９年度はこちらの３校で、そして平成３０年度もこちらの学校で

既に実施しておりまして、今回、申請のありました今後の予定ということで

後援名義の申請がなされたというものでございます。基本的には無償でこの

活動をしていただいているということでございまして、この一番下に書いて

ございます能楽師シテ方観世流の方でございます。南小岩第二小学校の前Ｐ

ＴＡ会長さんでございました。 

 次には、この方の能楽師としてのプロフィールですとか主な活動歴を添付

されております。 

 この申請の団体名の緑翔会でございますが、これは公益財団法人の梅若会

という会の筆頭としてこの方がこの能楽の普及活動の母体となるための集ま

りということで、任意団体であるということであります。そうした方の活動

に対する、この行事に対する後援名義の申請ということになります。 

 以上でございます。 

 

何か質問や意見などございますか。 

 

この資料の中では、江戸川区での活動は平成２８年からですか。 

 

平成２８年からこの区内では活動を始められて、この会をつくられて話を

されております。まず図書館からスタートしまして、その後、２９年からは

各小学校で実施をされているということになります。 

 

その今の活動に対して、皆さん方の反応というのはどうなんですか。 

 

実はこの方、２年間、ＰＴＡ会長をやられたんですけれども、やはり能楽

のほうが忙しくて、今は離れております。南小岩第二小学校、平成２９年度

実施と書いてありますが、お子さんもそちらに通われていて、会長さんをお

やめになってからこういう活動を始められたということでございまして、ま

だまだ希望の学校さんがこの後にもあるというふうにお聞きしております。

これまでやってきたんですが、教育委員会の後援名義の使用については初め

て今回申請されて、今のところ日程が決まっている学校についての申請でご
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ざいます。この後も続けていきたいというような希望があるというふうにお

話を聞いています。 

 

基本的に、とてもすばらしいことだなというふうに考えております。図書

館から始まって今年で３年という形になりまして、しかも謝礼金が基本無償

ということなんですけど、中学校では例の日本のしらべが３年ごとに１回回

ってくるわけですけど、このいわゆる日本のしらべとこちらの古典芸能の兼

ね合いというか、その辺で何か、うまくいけばいいと思うんですけど、何か

ありませんでしょうかね。 

 

日本のしらべは、楽器ですとかそういったことで皆さん幾つかの団体の中

で一緒にやっていただいておりますので、この方、あくまでも能楽だけとい

うことで、シテ方ということでございますので、舞いのほうの専門というこ

とで、楽器のほうはやってないということでお話を聞いております。小学校

からスタートしたというのは、お子さんがまだ南小岩第二小学校にいらっし

ゃって実はお子さんも能楽をやられている、舞いをやられているということ

でございます。小学校の社会科の勉強からすれば６年生から室町時代の勉強

ということで、６年生が対象ということでスタートをしたというふうにお聞

きしておりまして、中学校ではまだ余りやった実績はないということでござ

います 

 

日本のしらべの場合は、中学校の音楽科の授業の中でこういった邦楽、日

本の音楽について学習があります。ですから、その関係性が非常に強くて、

実際にはほかの江戸川区以外の学校では例えばＣＤを聞くとかそういったと

ころで学習しているところなんですが、本区の場合は実際に演者さんたちが

楽器を持ってきてくださってそこでいわゆる生演奏を聞けるとか、そういっ

たところで非常に価値があるというふうに思います。 

 今回申請いただいた能楽のこの講義に関しては、どちらかというとアプロ

ーチが社会科の室町文化を理解するときに、小学生、教科書とかにこの能と

かが、お面とかが出てくるんですけれども、実際にどんなものかイメージで

きずにそのまま学習が通過することが多いんですね。実際にこういうふうに

講義に来てくださって、お一人ではあるんですが、ちょっと実際に能を見せ

ていただくことで「あ、こういうものなのか」ということで社会科の理解が

深まるという意味はあるかなというふうに思います。ですから、それぞれ中

学校段階、小学校段階でこういったものに子どもたちが触れるというのは非
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常に意義があるかなというふうに私は思います。 

 以上です。 

 

ありがとうございます。 

 

この事業名というところや行事名というところに学校講義「能楽ことはじ

め」、これ使っていますね。一方、団体名は緑翔会になっているんですが、学

校講義「能楽ことはじめ」というのは一つの固有名詞になるんですか。 

 

この申請に当たって、申請者のほうからこういった行事名での申請をいた

だいています。 

 

そうですか。わかりました。 

 

先ほどご説明いただいたんですけれども、これは学校の講義、授業の一環

ということでよろしいでしょうか。それは社会科ということでしょうか。 

 

さようでございます。社会科の中で、室町文化とか、あと江戸時代でいえ

ば元禄文化とかそれぞれ学習があるんですが、その中の室町文化の中にこの

能楽というのが出てきますので、そのところに関連させて本来であれば教員

が授業をするのですが、そこにゲストティーチャーとして来ていただくとい

う考え方でこの方々にご指導いただくといったことになります。 

 

そうしますと、普通に考えますと、この方は学校が非常勤講師として雇う

というのが筋なんじゃないかなと思うんですが、かといって、あとこの申請、

ちょっと違和感を感じますのは、授業の一環であるというところで、授業と

いうのは校長先生が最終的にその学校のことを把握しているというふうに考

えますと、校長先生はちゃんとご理解されているのかな。変なことを申し上

げますと、校長先生が知らぬ存ぜぬところで教育委員会が承認したというよ

うになってしまうのは結構問題かなと思うんですけど、そこら辺はいかがで

しょうか。 

 

こちらは、南小岩第二小学校がまずというところではあるんですけれど、

この近隣の学校、例えば鹿本小であるとか南小岩小という実際に実績がある

んですけれども、こちらについてはその学校間でこういう指導をこの方にし
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ていただいたと、これはぜひ社会科の授業として有益だという話がちゃんと

伝わった上でそれぞれの学校の校長がお願いしていただいていますので、で

すから、きちんとこの講義の目的とか効果をしっかり理解した上でやってい

ただいているというふうに判断できますので、そのあたりは大丈夫です。 

 

わかりました。それと１ページ目の実施時期なんですが、今回は９月２７

日から１１月２７日まで４日間となっていますけど、３日ですよね。 

 

時間が午前・午後と、２７日は１日の中での二枠ということで、日数につ

いては２日ということなんですけども、あえて訂正はせずにそのままお受け

してしまいました。 

 

なるほど。わかりました。 

 

教育委員会の後援名義使用承認ということになりますと、かなりこの代表

者の方に負荷がかかるというか、手が、今のところ学校４校ですが、江戸川

区はご承知のように小・中合わせて１００校を超えるわけですけども、そう

いうところから例えば依頼が来た場合の対応とか、松山さんご自身のご本職

の動きもあるし、ですから、この教育委員会で単発的な後援で終わるのか、

あるいは、幸いにして、先ほども指導室長がおっしゃったように、他区では

ない本当に生のものが現実に見られるというか、本区にとっては、子どもた

ちにとっては大変すばらしいことなので、私個人としては後援云々というこ

とも確かに大事なことなんですが、ボランティアでも何でもやっていただく

のは大変すばらしいことではないかなと思います。ただ、後援となるとかな

り縛りがかかってくるんじゃないかなとかちょっといろいろなことを考えて

しまうのですが、どうなんでしょう、その辺のところは。 

 

教育委員会の後援名義につきましては、今、委員さんおっしゃったように、

この行事に対する後援名義ということになります。実は、今回のこの申請を

いただいた方から例えば１年間通して後援名義をもらえるかというようなお

問い合わせがあったんですが、その一つの行事に対する後援名義の申請とい

う考え方ですので、今回、日程が決まっているもの、これについての申請を

いただければどうでしょうかと。今回この申請をいただきまして承認をされ

ますと、次回またこの後にもし日程が決まったときには、また申請をいただ

いたときには、次回からは報告事項として扱わせていただけるということも
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ございますので、引き続き続けられたいと、できれば７１校全校でおやりに

なりたいという意向をお持ちの方でございますので、今回はこの日程が決ま

っている３日間４回分の申請をいただいたということであります。 

 以上でございます。 

 

今後の予定では南小岩小学校、鹿骨小学校、下小岩第二小学校、大杉第二

小学校、各学校が変わっていくわけですね。その学校でやるということなん

ですけども、これはそこの学校の生徒さんだけに講義するという形なのか、

江戸川区内全部の学校に対して「ここでこういうことをやるから見に来たい

方はいらっしゃってください」というような、そういう通知を出すのか。何

か後援名義ということでいうと後者のような気がするんですがね、そこまで

確認してないですか。 

 

先ほど来のお話にあったように授業の中でやっていただけると、そこには

その保護者の方もどうぞというような呼びかけもされているようです。 

 

保護者もね。 

 

ええ。保護者も一緒に、児童と一緒にということも周知されているという

ふうに聞いております。ですので、ご本人はボランティアといいますか、能

楽の普及のためにという、その目的のためにおやりになってきたわけですけ

れども、やはり学校で続けていく上で教育委員会の申請もさせていただきた

いと、そういうようなお申し出で今回、申請を出されたという経緯がござい

ます。 

 

とてもいいことなんですけど、例えば葛西地区とか遠いところからぜひと

いう要請があったときに、教育委員会としては何か、交通費とかその辺の支

援というか、そういったものは今あるんでしょうかね。地区限定ならいいん

だけど。 

 

 現実の中ではまだそういう申し出がないので、申し出があった段階で検討

するということで。 

 

告知するんですか。要するに、小岩にこういう人がいますよということを

他の小学校なりに。 
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実は、来月の定例校長会でご本人からお声かけをさせてほしいという申し

出をいただいております。各学校さん、「どうぞ、こういうことを私やってお

りますので、よろしければ手を挙げていただければ」という呼びかけをご本

人がさせてほしいという申し出も伺っています。 

 

能楽の人口、能楽を実際にやられている方って減少傾向にあるんですか、

それとも増加傾向にあるんでしょうか。 

 

ちょっとはっきりわかりかねますけれども、実は、先日この方とお会いし

てお話をさせていただきました。能楽とともに狂言というものも同じといい

ますか、そういうものもあると。お互いに協力をし合って、能楽、それから

狂言というものを普及するという活動は協会としてされているというふうに

聞いております。今回の２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの

開会式や何かも、全体にプロデュースされている方、狂言の同じ世代の方な

ので、お話の中にも出てきましたけども、そういった普及活動というのは実

際におやりになるという方針はあるというふうに聞いております。 

 

よろしいでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

他になければ、第２９号議案は原案のとおり決定いたします。 

 続きまして、日程第３、教育関係事務報告に参ります。 

 はじめに、「教育委員会後援名義の使用承認について」、報告をお願いしま

す。 

 

教育推進課から、２点の後援名義の使用申請についてご報告を申し上げま

す。 

 横判をごらんいただきたいんですが、１点目でございます。２０１８楽夢

音ウィンターコンサート。申請者は楽夢音の代表者。事業内容につきまして

は、演目構成を工夫し、児童・生徒が、親や祖父母世代と共に来場できる演

奏会を開催すること。また、演奏に高校生も受け入れ、共に音楽活動を行う

など発表の場を提供することで、江戸川区の音楽教育の発展・向上に貢献す

るというものでございます。 

 ２回目の申請でございます。実施時期でございますが、平成３０年１２月
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１６日（日）、１４時から１５時３０分、総合文化センター小ホールにおきま

して一般区民の方を対象に行います。 

 経費の徴収でございますが、演奏の参加費として６，０００円ということ

で予定をされているということでございます。 

 １枚、企画書をおつけしてございます。ウィンターコンサートということ

でございますけれども、前回は５月２０日に実施をするということで、スプ

リングコンサートで３月に申請をされたものでございます。それの２回目と

いうことでございまして、小松川高校のＯＢの方がやっているということで

ございます。 

 入場は無料ということになっていますので、今回のウィンターコンサート

のほかにもスプリングコンサート、それ以前にはオータムコンサートと活動

されているようでございますが、申請としては今回、２回目ということにな

ります。 

 出場予定が２０名ということでございますけれども、演奏曲目がこちらに

ありますけれども、こういった曲目で予定をされているというふうに聞いて

おります。１２月１６日の開催ということであります。 

 １点目は以上でございます。 

 ２点目でございます。行事名、「江戸川区の歴史を学ぼう」、講演会及び考

古学入門講座。申請者は、江戸川区歴史民俗史話会代表でございます。 事

業目的としては、郷土江戸川区の歴史を学ぶ機会を提供する、そして、２点

目として、郷土史を研究する歴史愛好家の区民を養成する、区内から出土し

た土器に触れて学ぶ遺跡の学習と、後世の区民に残す江戸川区の遺跡の保存

活動及び運動を行うというものでございます。 

 ６回目の申請でございます。実施日時は、平成３０年１０月７日から３１

年１月２０日まで、一般区民を対象に、グリーンパレス４０３外の会場で行

われます。経費の徴収ですが、資料代として後援会で１，０００円、そして

入門講座で５００円という徴収でございます。 

 実施要領を１枚おつけしてございます。この史話会自体は、私どもの文化

財係で開催した講座を卒業された方が自主的に会をつくられて活動をされて

いる方でございます。そのときに講師等を務められた、これは第３回目の「《江

戸川のあけぼの》と上小岩遺跡」というタイトルのところにございます熊野

さん、こちらは今もう江戸川区の文化財保護審議会の委員さんをおやりいた

だいている方がこの会に今もかかわっていただいているということでござい

ました。毎年このように江戸川区の歴史を学ぼうということで、自主的にこ

うした講座を開かれているということでございます。 
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 報告については２件、以上でございます。 

 

何か質問、意見はございますか。 

 

二つ出ていますけど、最初のほうのコンサート、２回目、それから入門講

座のほうでは６回目。これまで教育委員会の方で講演を聞きにいったことは

あるんですか。 

 

１件目の楽夢音については、行ったことないんですけど、「歴史を学ぼう」

の会には私、何回か出席させていただいて、資料も購入させていただきまし

た。勉強させていただきました。 

 

端的に言ってどうですか、感想は。 

 

定員を超える方がお見えになりまして、たまたま私が行ったときは資料が

足りなくなりまして、増し刷りをしてまたお出しを。やはり関心が高い、お

呼びかけに集まって会の方じゃない方が参加されているというところを見さ

せていただきました。 

 

わかりました。 

 

他になければ、ただいまの報告事項を了承いたします。 

 続いての報告案件ですが、「江戸川区立中学校における運動部活動の方針

（案）」については政策形成過程にある案件であり、また「教職員の人事」に

ついては人事に関する案件であるため、江戸川区教育委員会会議規則第１３

号に定める秘密会により審議したいと思いますが、この発議に賛成の方は挙

手をお願いします。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

賛成多数と認めます。これにより、会議は秘密会となります。 

 傍聴の方は退出願います。なお、秘密会終了後の再入室は可能です。 

 

〔傍聴人退室〕 

〔秘密会〕 
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〔秘密会終了〕 

 

次に、「いじめ電話相談（平成３０年７月分）」について、報告をお願いし

ます。 

 

よろしくお願いします。７月分のいじめ電話相談について、報告させてい

ただきます。 

 ７月の月別相談件数のところをごらんいただきたいというふうに思いま

す。件数は２件でございますが、括弧書きのところ、回数は３回でございま

す。こちらは、その下ごらんいただきたいんですが、学齢別・男女別件数の

ところをごらんいただくと、小５の女子児童については１件なんですが、中

３の女子生徒については１件で２回、同じ内容で相談がありましたので、延

べ回数は３回というふうになっています。 

 相談の内訳ですけれども、これは小学校５年生、中学校３年生ともに、暴

力、それから直接の言葉によるものというところが該当していますので、数

字としては３、３となっています。実際に電話くださった方なんですが、こ

の児童・生徒の母親からが延べで３回、それから父親からが１回ということ

になります。合計しますと４になるんですが、架電者に対してはですね、こ

れは中学校３年生の女子生徒のほうの相談の１回目が母親と父親、途中でか

わって両方がお話しされたということで、述べの人数は４人になっています。 

 概要のみちょっとご紹介すると、まず小学校５年生女子児童のほうは、男

子児童１名から暴言を言われたり、あと殴られそうになる、実際、本人は殴

られていないと言っているんですが、殴られそうになるというようなことが

あったと。これはほかの女子児童も被害に遭っているということで、早めに

対応してほしいといったご相談でした。 

 それから、この件に関してはご要望がありましたので、その後、指導室に

情報提供して実際に学校が対応しています。被害者側、加害者側の双方の保

護者を学校が呼んで話し合いを行って、謝罪等が行われて、今のところは一

定の解決といった流れになっています。 

 それからもう一件、中学校３年生の女子生徒のほうなんですが、こちらは

女子生徒１名に足をかけられ転ばされるといったこと、あとそれから、それ

についてそういった事実が発覚して教員に情報が伝わると、ほかの女子生徒

がこの生徒に対して「調子に乗るな」というような言葉をかけたそうなんで

す。そういったことから、暴力と言葉、直接言うということでともに該当し
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ます。 

 その後なんですけれど、学校は生徒同士での謝罪の場等を設けたんですが、

ただ、この父親が学校に問い合わせをするまでに学校から保護者にこういっ

た対応をしていますといったちょっと説明がなかったんですね。そのあたり

でこの保護者の方がご立腹で、こういった相談の電話があったというところ

です。結局、学校の対応がこれで終わりになるのではないかというような不

信感を持ったということで、研究所のほうに電話をしてきたということでご

ざいます。研究所のほうからは指導室に情報提供して、指導室から学校のほ

うへ聞き取りや指導をしているところでございます。 

 ２回目の電話もその５日後にかけていただきまして、先週電話したんだけ

れどもなかなか状況が変わっていないのでそのことを改めて学校に伝えてほ

しいというご要望でした。ですので、こちらについても指導室から学校のほ

うに連絡をして、その後の経過等の情報把握をしたところです。実際には、

学校はこの当該の女子生徒から十分話を聞いたりとかいろいろな配慮をして

今も対応しているところでして、なかなか生徒同士の関係というのは簡単に

修復しないようなんですけれども、学校は十分配慮しながら今後も対応して

いくといったようなことで報告を受けているところでございます。 

 概要は以上でございます。 

 

この件について何か質問や意見はございますか。 

 

中３の女子なんですけど、いわゆるＬＩＮＥ、ＳＮＳですね、そちらのや

りとりはなかったんでしょうか。 

 

この件に関しては、この直接的なものだけです。例えばこの当該生徒が歩

いているところに足を出して転ばすとか、そういったこととか、あとは、結

局、いわゆる加害者側は足をかけて転ばせた子と、あとは調子に乗るなと言

った子と、あと本人と、女子生徒３人の関係ですね。そこに関しては、学校

からもそうですし、保護者からの訴えもＳＮＳがそこに関係しているという

話は今のところありません。 

 

同じく中３の女の子についてお聞きしたいんですけども、２回目の電話と

いうのはちなみに７月の何日ぐらいなんでしょうか。 

 

１回目が７月５日、２回目が７月１０日でございます。 



 No. 18  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

石 井 委 員 

 

 

 

教育研究所長 

 

 

 

 

上 野 委 員 

 

 

 

 

教 育 研 究 所 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。ということは、１０日ですと、まだその後、１学

期しばらくあったということで、多少は状況は改善されていたということで

しょうか。 

 

そうですね。特にその後、大きな問題というのは発生してないというふう

に聞いていますが、ただ、じゃあ謝ったからといってすぐに仲よくなってと

いうふうには、そういう報告は今のところないですね。なかなか難しいとこ

ろかなというふうに思っています。 

 

足をかけたというのは、これ自体が暴行的ですよね。そこに至るまで、当

該女子生徒のほうはいろいろ何かいじめ的な行為が続いていたのかどうかで

すよね。たまたまそういうことをしてない人間だからおもしろがってばっと

足をかけたのか、それは明らかになっていない。 

 

実は、この生徒たちは小学校のときからどうも引きずっているみたいです。

どうも謝る謝らないというところで学校が間をもって和解に持っていこうと

すると、結局、加害者側の子たちは小学校のときにこういうことをされたと

か、そういったことをやっぱり話に出すらしいんですね。ですから、そうい

ったうまくいかないとか何かあるとトラブルになるというような関係がその

ままずっと小学校から中学校に残っているというような状況のようです。 

 

よろしいでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

他になければ、ただいまの報告事項を了承いたします。 

 以上をもちまして、平成３０年第１５回教育委員会定例会を終了いたしま

す。 

 

閉会時刻 午後４時０５分 

 

 

 

 
 


